
特集 第22回つべつふるさとまつり＆津別神社例大祭

第35回花壇コンクール《幸町自治会に最優秀賞》

まちの話題　もしものときに備えて　町民救急医療教室を開催

生演奏の迫力を満喫　日本フィルセミナーコンサート開催

今月の表紙　津別神社例大祭～子どもみこしも元気に繰り出しました～

温故知新

古希からのマラソン大会復帰

共和　篠原 勲 さん　　　　



おいしそうな出店がたくさん！！

第22回つべつふるさとまつり＆
津別神社例大祭

伝統の駒踊り

町内を練り歩く御輿渡御

まつりの定番スマートボール、金魚すくい、射的

第
22
回
つ
べ
つ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
、

９
月
９
日
と
10
日
の
二
日
間
、
五
差
路

か
ら
津
別
神
社
前
の
町
道
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
る
中
、
町
内
外
か
ら

訪
れ
た
た
く
さ
ん
の
見
物
客
が
、
職
場

や
団
体
ご
と
の
手
作
り
露
店
が
軒
を
連

ね
る
会
場
で
、
秋
祭
り
の
風
情
を
満
喫

し
ま
し
た
。

津
別
神
社
例
大
祭
で
は
、
境
内
で
活

汲
小
中
学
校
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
や
津
別
中
学
校
吹
奏
楽
部
な
ど
が
演

奏
を
披
露
。
本
祭
が
行
わ
れ
た
10
日
に

は
、
み
こ
し
や
伝
統
の
駒
踊
り
が
町
内

を
練
り
歩
き
、
祭
り
の
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

活汲小中学校リコーダーアンサンブルと津別中学校吹奏楽部の演奏

優良賞　柏町自治会

努力賞　活汲中央自治会

優秀賞　布川自治会

優良賞　共和第２自治会

努力賞　本岐保育園父母の会

優秀賞　本町自治会

今
夏
も
「
津
別
町
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
が
展
開
さ
れ
、
皆
さ
ん
が

心
を
込
め
て
育
て
た
美
し
い
花
々

が
、
通
り
や
花
壇
を
彩
り
ま
し
た
。

８
月
に
は
、
町
内
17
団
体
が
参

加
し
て
、「
第
35
回
花
壇
コ
ン
ク
ー

ル
」（
主
催
　
津
別
町
花
の
ま
ち
推

進
協
議
会
）
を
開
催
。

８
月
26
日
に
行
わ
れ
た
審
査
会

で
、
幸
町
自
治
会
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
ほ
か
、
合
わ
せ
て
10
団

体
が
入
賞
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
９
月
19
日
に
林
業
研

修
会
館
で
行
わ
れ
、
入
賞
し
た
団

体
の
み
な
さ
ん
に
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

優秀賞　豊永第一農事組合育苗団体

幸町自治会が最優秀賞受賞！

町民手づくりの出店が並ぶ会場は大にぎわい

優良賞　活汲第３自治会女性部

優良賞　津別町商工会女性部

船橋市の郷土芸能ばか面おどり、帯広市の笑楽会の皆さん



た
つ
み
第
３
団
地
は
、
ケ
ア
ハ

ウ
ス
向
い
に
、
平
成
14
年
度
に
完

成
し
た
特
公
賃
住
宅
単
身
者
向
け

に
隣
接
し
て
、
１
棟
６
戸
１
Ｌ
Ｄ

Ｋ
（
床
面
積
約
57
g
）
が
建
設
さ

れ
ま
す
。
構
造
は
２
階
建
（
メ
ゾ

ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
）
で
す
。

設
備
は
、
電
気
温
水
器
、
キ
ッ

チ
ン
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、
洗
面
化

粧
台
、
水
洗
ト
イ
レ
の
ほ
か
、
ポ

ー
チ
、
玄
関
、
台
所
、
ト
イ
レ
、

階
段
の
照
明
な
ど
で
す
。
暖
房
は

Ｆ
Ｆ
石
油
暖
房
機
、
調
理
器
具
は

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
が
備

え
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ

は
共
聴
設
備
（
地
上
波
・
Ｂ
Ｓ
対

応
）
な
の
で
、
個
人
の
ア
ン
テ
ナ

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

入
居
対
象
者
は
、
一
般
公
募
の

単
身
者
で
、
50
歳
未
満
の
方
に
な

り
ま
す
。
所
得
（
年
間
）
は
１
８

９
万
６
千
円
以
上
３
１
０
万
８
千

円
以
下
の
方
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
所
得
が
基
準
に
満
た
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
今
後
所
得
の
上

昇
が
見
込
ま
れ
る
方
は
入
居
可
能

で
す
。

家
賃
は
、
３
万
円
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
共
益
費
と
し
て
月
額

４
０
０
円
、
駐
車
場
使
用
料
と
し

て
１
台
当
た
り
月
額
３
０
０
円
が

か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
入
居
時
に

は
敷
金
と
し
て
、
３
ヶ
月
分
の
家

賃
に
相
当
す
る
金
額
の
納
入
も
必

要
に
な
り
ま
す
。

完
成
は
10
月
下
旬
で
す
が
、
公

募
は
完
成
に
先
立
ち
10
月
上
旬
に

開
始
し
ま
す
。
募
集
に
つ
い
て
は
、

今
月
号
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課

水
道
住
宅
グ
ル
ー
プ
　

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
５
２
）

家
賃
、
入
居
費
用

▲工事中の室内（居間から玄関を見る）

入
居
対
象
者

住
宅
設
備

公
募
は
10
月
上
旬

建
設
場
所
と
戸
数

達
美
に
建
設
中
の
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
特
公
賃
住
宅
）
た
つ
み

第
３
団
地
が
10
月
下
旬
に
完
成
し
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
新
た
に
完
成
す
る
た
つ
み
第
３
団
地
１
棟
６
戸
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

現在、首都圏や近畿地方では大人の風しんが流行しています。

風しんは妊婦、特に妊娠初期の女性がかかると、お腹の中の赤ちゃんにも感染し、耳が聞こえにくい、

目が見えにくい、生まれつき心臓に病気があるなど「先天性風しん症候群」という病気にかかってしま

うことがありますので注意が必要です。

津別町ではこの「先天性風しん症候群」を防ぐために、風しん予防接種の費用を一部助成いたします。

なお、事前に風しん抗体検査（血液検査・無料）を受けて、抗体が不十分な方のみ予防接種となります。

※ 抗体が十分な場合は、風しんにかかる可能性がたいへん低いので、予防接種は必要ありません。

※「風しんワクチン」は全国的に品薄のため、「麻しん風しん混合ワクチン」を使用いたします。

q助成対象者
津別町に住民登録をしている方で次に該当する方

１） 将来、妊娠を希望する19～49歳までの女性（抗体検査日に該当する）

２） 現在妊娠している女性の夫（赤ちゃんの父親）

※ 事前に風しん抗体検査（血液検査・無料）を実施し、抗体が不十分な方が予防

接種となります。

※ 現在、妊娠中の方は接種できません。また接種後２か月間は避妊が必要です。

w自己負担額
事前の風しん抗体検査は無料

予防接種をした場合には2,000円

r接種までの流れ
１） 上記qの助成対象者は、病院へ直接電話予約をします。

２） 予約日に病院で抗体検査（血液検査）を行います。無料です。

３） 病院の指定日に結果を聞きに受診します。

４） 医師から結果を聞きます。抗体が不十分な場合には、その日に予防接種をします。

５） 予防接種をした場合には2,000円を病院に支払います。

t持ち物
１） 健康保険証

２） 妊婦の夫に該当する方は、

母子手帳

３） 自己負担額2,000円

（抗体検査日は必要ありません）

問い合わせ先 保健福祉課　健康医療グループ　保健師　　†76－2151（内線332）

e指定病院
丸玉産業株式会社　津別病院

† 76－2121

y払い戻し（償還払い）
平成25年４月１日～９月30日までに、全額自己負担で　

接種した風しん、および麻しん風しん予防接種の費用を払

い戻し（償還払い）いたします。

手続き場所：保健福祉課　健康医療グループ10番窓口

持ち物：接種した時の領収書、印鑑、ご本人名義の通帳



９
月
６
日
、
町
民
会
館
で
『
町
民
救
急
医

療
教
室
』
（
主
催
　
美
幌
医
師
会
、
美
幌
・
津

別
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
、
美
幌
薬
剤
師

団
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
救
急
医
療
週
間
に
伴
う
事
業

の
一
環
で
、
第
一
部
で
は
美
幌
町
立
国
保
病

院
の
松
井
寛
輔
循
環
器
内
科
部
長
が
「
動
悸

の
原
因
」
を
テ
ー
マ
に
医
療
講
演
を
実
施
。

動
悸
が
起
こ
る
原
因
や
対
処
法
、
医
師
の
診

察
を
受
け
る
目
安
な
ど
を
、
例
を
挙
げ
て
分

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
津
別
病
院
の
看
護
師
と
津

別
消
防
署
救
急
隊
に
よ
る
、
「
A
E
D
を
使
っ

た
心
肺
蘇
生
法
」
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
寸
劇
風
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

た
実
技
指
導
で
一
刻
も
早
い
応
急
処
置
の
重

要
さ
を
説
明
し
ま
し
た
。

９月７日、温水プール・すいむで「すい

むまつり」（主催　津別水泳協会）が開催

され、30名あまりの子どもたちが、水泳

記録会とプールまつりに参加しました。

記録会では、力量に応じて15メートル

と25メートルの組に分かれ、それぞれ自

己記録の更新を目指してチャレンジ。

続いて行われたプールまつりでは、水上ホッケーや浮島わたり、水上運搬リレーなどの

ゲームを楽しみました。特にプールに浮かべたマットの上を走り、水に飛び込むまでのス

ピードを競う浮島わたりでは悪戦苦闘する子もいて、周りから声援が送られていました。

８
月
30
日
、
本
岐
小
学
校
で
、
子
ど
も
た
ち
に

思
い
や
り
の
大
切
さ
を
伝
え
、
人
権
意
識
を
育
む

た
め
の
取
り
組
み
「
人
権
教
室
」（
主
催
　
北
見

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

身
体
に
障
が
い
を
持
つ
子
が
、
そ
れ
を
少
し
ず

つ
克
服
す
る
様
子
を
描
い
た
ア
ニ
メ
を
鑑
賞
し
、

障
が
い
が
あ
る
人
た
ち
の
人
権
に
つ
い
て
学
ん
だ

後
、
人
権
擁
護
委
員
の
修
田
建
惠
さ
ん
か
ら
人
権

の
大
切
さ
に

つ
い
て
の
お

話
し
が
あ
り

ま
し
た
。

子
ど
も
た

ち
は
、
最
後

に
人
権
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
人

K
E
Ｎ
ま
も

る
君
と
交
流

し
、
一
緒
に

記
念
写
真
を

撮
り
ま
し

た
。

８
月
27
日
、
町
内
３
小
学
校
の
５
年

生
38
名
が
加
賀
谷
木
材
（株）
を
訪
れ
、
工

場
を
見
学
し
ま
し
た
。

豊
か
な
森
林
と
木
材
に
恵
ま
れ
た
津

別
の
児
童
に
、
人
と
森
の
つ
な
が
り
を

学
ん
で
も
ら
う
木
育
授
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
加
賀
谷
社
長
か

ら
会
社
の
歴
史
や
事
業
内
容
な
ど
の
説

明
を
受
け
た
後
、
工
場
内
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

巨
大
な
原
木
が
カ
ッ
ト
さ
れ
、
薄
い
経

木
な
ど
の
製
品
に
な
る
工
程
を
、
真
剣

な
表
情
で
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
の
木
育
授
業

加
賀
谷
木
材
（株）
の
工
場
を
見
学

思
い
や
り
の
大
切
さ
を
伝
え
る

本
岐
小
で
人
権
教
室
を
実
施

水泳記録会やゲームに挑戦

温水プールで「すいむまつり」

９
月
１
日
、
中
央
公
民
館
で
『
第
18
回
つ
べ
つ
日

本
フ
ィ
ル
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
』（
主
催
　
津
別

町
民
芸
術
劇
場
、
津
別
町
教
育
委
員
会
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の

団
員
が
講
師
と
な
り
、
全
国
各
地
か
ら
参
加
し
た
ア

マ
チ
ュ
ア
楽
器
奏
者
た
ち
を
指
導
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の

集
大
成
と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
講
師
陣
が
ド
ヴ

ォ
ル
ザ
ー
ク
作
曲
「
弦
楽
四
重
奏
曲
12
番
ア
メ
リ
カ
」

を
演
奏
。
会
場
は
、
一
流
演
奏
家
た
ち
が
奏
で
る
美

し
い
音
色
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
と
受
講
者
で
編
成
さ

れ
た
『
第
18
回
つ
べ
つ
日
本
フ
ィ
ル
セ
ミ
ナ
ー
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
』

に
よ
る
グ
リ

ー
グ
作
曲

「
ペ
ー
ル
・

ギ
ュ
ン
ト
組

曲
」
、
ブ
ラ

ー
ム
ス
作
曲

「
交
響
曲
第

２
番
」
の
演

奏
が
披
露
さ

れ
、
聴
衆
は

生
演
奏
の
迫

力
と
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー

を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

美
し
い
音
色
と
生
演
奏
の
迫
力
を
満
喫

日
本
フ
ィ
ル
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

９
月
６
日
、
津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ(

べ
ん
ど
功
会
長)

か
ら
、
紅
葉
マ
ラ

ソ
ン
大
会
の
運
営
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
と
、
教
育
委
員
会
に
３
万
円
の

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
で
12
年
目
を
迎
え
る
寄
附
で
、

目
録
を
受
け
取
っ
た
林
教
育
長
は
、
長

年
の
厚
意
に
対
す
る
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。今

回
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
10
月

６
日
に
実
施
さ
れ
る
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
、
円
滑
な
運
営
の
た
め
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
運
営
費
の
一
助
と
し
て

今
年
も
津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
寄
附
が
あ
り
ま
し
た

も
し
も
の
と
き
に
備
え
て

町
民
救
急
医
療
教
室
を
開
催

東
京
か
ら
７
月
下
旬
に
相
生
地
区
に
引
っ
越
し
て
き

た
森
川
理
香
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
兼

編
集
者
と
し
て
従
事
し
て
い
ま
し
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
教
育
、
グ
ル
メ
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
の
取
材
を
す
る
中
で
、
特
に
感
銘
し
、
刺
激
を
受

け
た
の
が
飲
食
店
、
小
売
店
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
界
の

取
材
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
お
客
と
従
業
員
を
大
切
に
す
る
優
れ
た
経
営
者
た
ち

に
取
材
す
る
う
ち
に
、
い
つ
か
自
分
も
そ
ん
な
経
営
者

に
な
れ
れ
ば
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

実
際
、
ラ
イ
タ
ー
業
の
傍
ら
大
型
飲
食
店
や
百
貨
店

に
勤
務
し
た
経
験
も
あ
る
と
か
。

現
在
は
、
『
道
の
駅
あ
い
お
い
』
で
の
業
務
が
中
心

で
す
が
、
今
後
は
津
別
町
全
体
に
関
わ
る
仕
事
や
地
域

の
方
と
の
交
流
が
深
め
ら
れ
る
活
動
に
、
接
客
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
そ
う
で
す
。

地 域 お こ し 協 力 隊 の ご 紹 介 e

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
総
務
省
の
事
業
で
、
首
都
圏
等
か
ら

地
域
へ
移
住
し
、
地
域
の
生
活
支
援
や
地
域
活
動
に
協
力
し
、
将

来
は
地
域
で
就
業
ま
た
は
起
業
し
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
も

の
で
す
。

森川　理香（もりかわ　りか）さん／

東京都出身／42歳



「
70
歳
を
前
に
40
数
年
ぶ
り
に
走
り

は
じ
め
、
毎
年
３
〜
４
回
ほ
ど
市
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
」

と
い
う
篠
原
勲
さ
ん
。
仕
事
に
ひ
と

区
切
り
付
け
た
の
を
機
に
、
若
い
こ

ろ
熱
中
し
た
長
距
離
走
に
再
び
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
第
２
の
青
春
を
大
い
に

楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

開
拓
農
家
の
３
代
目
と
し
て
共
和

に
生
ま
れ
た
篠
原
さ
ん
は
、
津
別
高

校
を
卒
業
し
て
家
業
に
入
り
ま
す
。

入
植
当
時
は
稲
作
が
中
心
だ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
そ
の
こ
ろ
は
冷
害
凶
作

な
ど
に
対
す
る
共
済
制
度
が
な
く
、

収
入
が
途
絶
え
る
年
も
あ
っ
た
と

か
。
そ
の
た
め
、
先
代
の
と
き
に
冷

害
の
影
響
を
受
け
に
く
い
畑
作
に
転

換
。
以
来
、
豆
類
、
馬
鈴
薯
、
甜
菜
、

小
麦
な
ど
の
基
幹
作
物
を
栽
培
し
、

長
く
津
別
農
業
の
発
展
に
尽
く
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

「
特
に
馬
鈴
薯
は
出
来
不
出
来
が
あ

る
の
で
、
農
協
に
出
荷
す
る
前
の
選

別
作
業
が
大
変
で
し
た
。
そ
の
ぶ
ん

良
い
物
が
出
来
た
と
き
の
喜
び
は
大

き
か
っ
た
で
す
」
と
、
畑
作
の
苦
楽

を
振
り
返
り
ま
す
。

70
歳
の
と
き
に
作
物
を
小
麦
に
絞

り
、
緑
肥
作
物
で
あ
る
ひ
ま
わ
り
と

の
隔
年
栽
培
に
切
り
替
え
た
篠
原
さ

ん
。
時
間
的
な
余
裕
が
生
ま
れ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
高
校
時
代
に
陸
上
部

で
活
躍
し
、
卒
業
後
は
津
別
陸
協
に

所
属
し
て
打
ち
込
ん
だ
マ
ラ
ソ
ン
へ

の
思
い
が
、
長
い
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て

甦
り
ま
す
。

週
２
回
ほ
ど
自
宅
近
く
を
走
っ
て

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
、
道
内
外
の
市
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
積
極
的
に
参
加
。

「
な
か
な
か
思
う
よ
う
な
成
績
は
挙

げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
大
会
で
知
り
合

っ
た
方
と
の
再
会
が
あ
っ
た
り
、
参

加
す
る
だ
け
で
も
楽
し
い
で
す
」
と

笑
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
今
年
の
つ
べ

つ
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
に
も
参
加
予
定
。

全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
連

合
会
や
北
海
道
陸
上
競
技
協
会
の
会

員
で
も
あ
る
篠
原
さ
ん
。
生
涯
現
役

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
元
気
に
走
り
続

け
ま
す
。

しのはら　いさおさん／昭和12年５月、津別町生まれ／76歳／共和在住

さ
ん

古
希
か
ら
の

マ
ラ
ソ
ン
大
会
復
帰

篠
原
　
勲

【426】
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北
海
道
の
小
学
５
年
生
の
肥
満
傾
向

児
の
出
現
率
は
、
男
子
17
・
１
％
、
女

子
13
・
６
％
で
、
全
国
平
均
を
上
回
っ

て
い
ま
す
（
平
成
20
年
度
全
国
体
力
・

運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
結
果
よ

り
）。
幼
児
期
の
肥
満
は
思
春
期
ま
で

連
続
し
や
す
く
、
思
春
期
の
肥
満
は
成

人
の
肥
満
に
直
結
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
肥
満
は
生
活
習
慣
病
の
ほ
か
に
、

不
登
校
や
う
つ
病
な
ど
心
理
面
に
も
影

響
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
場
合
は
厳
格
に
制

限
し
て
成
長
障
害
を
き
た
し
て
も
な
り

ま
せ
ん
。
緩
や
か
に
着
実
に
予
防
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

◆
お
子
様
の
肥
満
を
予
防
す
る
た
め

に
は
？

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
に
「
食
べ
過
ぎ
な

い
」「
よ
く
動
く
」「
確
認
す
る
」「
長

く
続
け
る
」
が
あ
り
ま
す
。
お
子
様
と

一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

◇
食
べ
過
ぎ
な
い
！

q
食
べ
た
い
刺
激
を
減
ら
す：

周
り
に

食
べ
物
を
置
か
な
い
、
外
食
を
減
ら

す
、
食
べ
る
分
だ
け
盛
る
。

w
ゆ
っ
く
り
食
し
満
足
感
を
得
る：

食

器
を
小
ぶ
り
の
も
の
に
す
る
、
よ
く

噛
む
よ
う
に
気
を
つ
け
る
。

e
食
べ
た
い
衝
動
を
抑
え
る：

カ
ロ
リ

ー
表
示
を
子
と
一
緒
に
見
る
。

r
空
腹
に
な
り
過
ぎ
な
い：

朝
食
を
用

意
す
る
、
繊
維
の
多
い
食
品
や
適
量

の
脂
肪
を
含
む
食
事
を
用
意
す
る
。

◇
良
く
動
く
！

q
動
く
き
っ
か
け
を
増
や
す：

目
に
付

く
と
こ
ろ
に
運
動
靴
を
用
意
す
る
、

階
段
を
使
う
。
万
歩
計
を
使
う
。

w
動
か
な
い
時
間
を
減
ら
す：

リ
モ
コ
ン

を
使
わ
な
い
、
休
日
は
戸
外
に
出
る
。

e
日
常
生
活
を
利
用
す
る：

犬
の
散
歩

や
お
手
伝
い
を
す
す
め
る
。

r
効
果
を
実
感
す
る：

家
族
や
友
人
と

一
緒
に
実
践
す
る
。
記
録
す
る
。

◇
確
認
す
る
！

「
グ
ラ
フ
化
体
重
日
記
」
が
体
重
の
推

移
が
分
か
り
有
効
で
す
。
一
日
２
回
決

め
た
時
間
に
体
重
を
測
り
折
れ
線
グ
ラ

フ
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
で
は
、

目
標
を
「
現
状
維
持
」
に
し
ま
し
ょ
う
。

体
重
は
変
動
し
や
す
い
の
で
大
体
一
定

の
ラ
イ
ン
を
推
移
し
て
い
れ
ば
大
丈
夫

で
す
。

◇
長
く
続
け
る
！

良
い
習
慣
を
継
続
す
る
に
は
「
応
援

団
」
が
い
る
と
心
強
い
で
す
。
そ
の
役

割
は
「
親
」「
先
生
」
と
誰
で
も
担
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。「
応
援
団
」
は
で

き
た
こ
と
や
継
続
で
き
た
こ
と
を
大
い

に
誉
め
、
で
き
な
く
て
も
応
援
し
続
け

ま
し
ょ
う
。
最
終
的
な
目
標
は
「
元
気

な
大
人
に
な
る
」
こ
と
で
す
か
ら
短
期

的
に
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
失
敗
と
捉

え
ず
、
そ
こ
か
ら
改
善
点
を
学
び
と
り
、

ゆ
っ
く
り
と
修
正
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

こ
の
春
、
津
別
消
防
署
に
採
用
さ
れ

た
輿
石
基
真
さ
ん
が
、
消
防
学
校
に
お

け
る
５
か
月
間
の
研
修
を
終
え
、
消
防

署
員
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

消
防
学
校
で
は
放
水
、
救
出
な
ど
を

は
じ
め
消
防
業
務
全
般
に
関
す
る
訓
練

を
受
け
た
そ
う
で
す
が
、「
寮
生
活
だ

っ
た
の
で
、
人
間
関
係
で
の
気
遣
い
や

仲
間
の
大
切
さ
な
ど
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
、
健
康
的
に
日
焼
け
し

た
顔
で
話
し
ま
す
。

美
幌
町
出
身
の
輿
石
さ
ん
は
、
旭
川

龍
谷
高
等
学
校
か
ら
江
別
市
の
北
翔
大

学
に
進
学
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
を
専

攻
。
卒
業
後
の
進
路
に
消
防
署
を
志
望

し
た
の
は
、「
小
学
生
の
時
に
消
防
ち

び
っ
子
大
会
に
参
加
し
て
、
消
防
士
の

人
た
ち
が
頼
も
し
く
見
え
ま
し
た
。
自

分
も
人
を
助
け
る
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」。

今
後
の
仕
事
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、「
日
々
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
、

住
民
の
方
や
仲
間
を
守
れ
る
職
員
に
な

る
こ
と
が
目
標
で
す
」
と
、
力
強
く
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

住
民
の
方
や
仲
間
を
守
れ
る
消
防
署
員
に

輿
石
　
基
真

さ
ん

こしいし　もとまさん／平成２年５月生まれ／津別消

防署勤務／東二条在住

子
ど
も
の
肥
満
に
注
意
！

10
月
１
日
ま
で
に
、
町
道
民
税
の
１
期
、

２
期
、
固
定
資
産
税
１
期
か
ら
３
期
、
国
民

健
康
保
険
税
の
１
期
か
ら
４
期
、
軽
自
動
車

税
全
期
分
の
納
期
限
が
到
来
し
て
い
ま
す
。

役
場
か
ら
届
い
て
い
る
納
付
書
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
納
期
限
が
過
ぎ
て
納
付
を
忘
れ

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
至
急
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
延
滞
金
の
計
算
の

対
象
と
な
り
、
納
付
す
る
税
額
や
納
付
日
に

よ
り
、
本
税
の
ほ
か
に
『
延
滞
金
』
も
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

納
期
限
後
、
納
付
さ
れ
て
い
な
い
税
が
あ

る
と
『
督
促
状
』
を
送
付
し
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
な
お
納
付
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て

お
く
と
、
給
与
、
預
貯
金
、
財
産
等
の
差
押

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
納
期
内
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
方

は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
役
場
収
納
担
当
で

納
税
相
談
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

は
、
通
常
は
月
末
（
郵
便
局
は
25
日
）
引
落

し
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
振
替
日
前
ま
で

に
口
座
の
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

残
高
不
足
で
口
座
振
替
が
で
き
な
い
場
合

は
、
納
付
書
（
役
場
収
納
担
当
で
再
発
行
）

で
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
付
の
お
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？



10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
公

証
週
間
で
す
。
公
証
制
度
を
広
く

国
民
の
間
に
普
及
さ
せ
る
た
め
、

10
月
６
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る

『
法
務
局
な
る
ほ
ど
講
座
』
に
お
い

て
「
遺
言
制
度
に
つ
い
て
」
の
講

演
を
行
い
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
、
事
前
予
約
も

可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

10
月
６
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
　
所

北
見
市
高
砂
町
14
番
14
号

釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局

内
　
容

遺
言
制
度
に
つ
い
て

講
　
師

北
見
公
証
役
場

伊
藤
正
之
公
証
人

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局

†
０
１
５
７-

23-

６
１
６
６
　
　

◇

【
日
本
公
証
人
連
合
会
本
部
　
公
証

週
間
の
電
話
相
談
】

日
　
時

10
月
１
日
（
火
）
〜
７
日
（
月
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

電
話
相
談
（
土
・
日
も
実
施
）

†
０
３-

３
５
０
２-

８
２
３
９

美
幌
消
費
者
協
会
で
は
、「
学
ぶ

こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
! !
」
を
テ

ー
マ
に
、
悪
徳
商
法
に
遭
わ
な
い

た
め
の
相
談
な
ど
様
々
な
催
し
を

行
い
ま
す
。

他
に
手
作
り
ど
ら
焼
き
の
販
売

な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

10
月
19
日
（
土
）
・
20
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
　
場

美
幌
消
費
者
協
会

（
美
幌
町
栄
町
４
丁
目
４
の
１

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）

問
い
合
わ
せ
先

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６
　
　

平
成
26
年
度
に
小
学
校
に
入
学

す
る
児
童
を
対
象
に
、
就
学
時
健

康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
健
康
診
断
は
、
学
校
保
健

安
全
法
に
よ
り
新
１
年
生
と
な
る

児
童
の
心
身
の
状
況
を
把
握
し
、

適
切
な
教
育
指
導
を
行
う
た
め
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。
保
護
者
同

伴
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

日
　
程

10
月
26
日
（
土
）

受
付
時
間

午
後
12
時
30
分
〜
12

時
50
分
（
所
要
時
間
は
１
時
間
　

30
分
〜
２
時
間
30
分
程
度
）

場
　
所

津
別
小
学
校

持
参
す
る
も
の

・
ス
リ
ッ
パ
等
の
上
履
き

・
母
子
手
帳

・
先
に
送
付
し
て
い
る
「
就
学
時

健
康
診
断
票
」「
就
学
時
健
康
診

断
問
診
票
」
※
必
要
事
項
を
記

入
し
て
お
く
こ
と

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

†
76-

２
１
５
１（
内
線
２
７
２
）

８
月
20
日
に
実
施
し
た
３
歳
児

健
診
で
、
む
し
歯
が
ゼ
ロ
の
お
友

だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

長
井
　
莉
音
り
お
ん

ち
ゃ
ん
（
旭
町
）

柏
木
　
咲
良
さ
く
ら

ち
ゃ
ん
（
活
汲
）

遠
藤
　
亘
兼

こ
う
け
ん

く
ん
（
活
汲
）

辻
　
苺
美
ま
い
み

ち
ゃ
ん
（
旭
町
）

宮
内
　
仁
衣
那

に
い
な

ち
ゃ
ん
（
達
美
）

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
２
）

国
立
北
海
道
障
が
い
者
職
業
能

力
開
発
校
で
は
、
求
職
中
の
障
が

い
者
の
入
校
生
（
訓
練
期
間
１
年

又
は
２
年
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

願
書
受
付
期
間

11
月
１
日
〜
11
月
20
日

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
幌

†
73-

３
５
５
５

国
立
北
海
道
障
が
い
者
職
業
能
　

力
開
発
校
（
砂
川
市
焼
山
60
番
地)

†
０
１
２
５-

52-

２
７
７
４

平
成
25
年
度
全
国
労
働
衛
生
週

間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

近
年
の
過
重
労
働
に
よ
る
健
康

障
害
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
な

ど
の
健
康
問
題
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
労
働
者
の

健
康
確
保
の
観
点
か
ら
健
康
診
断

の
実
施
の
徹
底
、
健
診
結
果
に
基

づ
く
事
後
措
置
等
の
適
切
な
実
施

が
重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
健
康
管
理
　
進
め
る

広
げ
る
　
職
場
か
ら
」

を
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
９
月
１
日
か

ら
30
日
ま
で
を
準
備
期
間
、
10
月

１
日
か
ら
７
日
ま
で
を
本
週
間
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

労
働
者
自
身
や
管
理
監
督
者
、

産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な

っ
て
健
康
管
理
を
進
め
、
労
働
者

の
健
康
が
確
保
さ
れ
た
職
場
の
実

現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
労
働
基
準
監
督
署

安
全
衛
生
課

†
０
１
５
７-

23-

７
４
０
６

行
政
相
談
委
員
は
、
毎
日
の
暮

ら
し
の
中
で
生
じ
る
国
や
特
殊
法

人
へ
の
苦
情
、
行
政
の
仕
組
み
や

手
続
き
に
関
す
る
ご
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
特
設
行
政
相
談
所

を
調
停
委
員
と
合
同
で
開
設
し
ま

す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

い
た
し
ま
す
。

日
　
時
　
10
月
18
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

会
　
場
　
林
業
研
修
会
館

図
書
室

問
い
合
わ
せ
先

津
別
町
担
当
行
政
相
談
委
員

福
井
眞
知
子

†
76-

２
３
３
７

消
費
生
活
展
を
開
催

公
証
週
間
〜
「
遺
言
制
度
に

つ
い
て
」
講
演
の
ご
案
内

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

◎タイヤ盗難事件の発生について！

８月中、美幌町内において、４件のタイヤ盗難事件が

発生しました。一般住宅の車庫内や自動車整備工場の敷

地内に保管していたタイヤが盗まれています。

タイヤを保管するときは、鍵のかかる物置や車庫、倉

庫などに保管して、盗難被害に遭わないよう注意してく

ださい。また、犯人や不審者を発見した場合には、ただ

ちに110番通報するとともに、犯人に心当たりがある方

など、何か情報があれば美幌警察署（†72－0110）ま

で連絡をお願いいたします。

◎振り込め詐欺対策３箇条！

q「名乗らせる！」自分からは決して応えず、相手に

名乗らせる

w「あわてない！」何を聞いてもあわてず、一息ついて

e「事実を確認する！」電話を切ったら、本人確認を

《不審な電話は警察に》警察相談電話＃9110または110

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

夜
間
の
事
故
を

防
ぐ
た
め
に

住民企画課　

住民企画

グループ

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
夕
暮
れ

時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
、
交
差
点

で
の
歩
行
者
事
故
が
多
く
発
生
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

以
下
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

自
動
車
の
運
転
手
は
…

○
道
路
を
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
　

る
歩
行
者
や
自
転
車
が
い
る
こ
　

と
を
前
提
と
し
た
、
予
測
運
転

を
。

○
交
差
点
で
は
、
こ
ち
ら
が
青
信
　

号
で
も
信
号
無
視
の
歩
行
者
に

警
戒
を
。

○
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
は
、
進
行

方
向
右
側
か
ら
横
断
し
て
く
る

歩
行
者
に
注
意
。

歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
は
…

○
外
出
す
る
と
き
は
、
明
る
い
色

の
服
装
と
夜
行
反
射
材
の
活
用

を
。
目
立
つ
こ
と
で
事
故
防
止
。

○
運
転
者
は
、
歩
行
者
が
見
え
て

い
な
い
、
見
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
る
。「
自
動
車
が
止
ま
っ
て

く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
思
い
込
む

の
は
危
険
。

全
国
労
働
衛
生
週
間
の

実
施
に
つ
い
て

津
別
町
の
特
設
行
政
相
談

所
を
開
設
し
ま
す

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

障
が
い
者
職
業
能
力
開
発
校

平
成
26
年
度
入
校
生
募
集

１.車両による防火呼び掛け

10月12日（土）午後１時～
※消防車など7台が防火呼び掛けパレード

２.サイレン吹鳴　10月15日～21日午後７時

10月15日～31日

５.防火パークゴルフ大会

３.消防車による町内広報 10月15日～31日

10月20日（日） 受付午前８時15分

10月15日から31日までの17日間

ストーブなど暖房器具を使用する季
節を迎えました。悲惨な火災事故を防
ぐため、日ごろから、出かける前、就
寝前には『火の元』を点検しましょう。

火災予防運動５つの行事

問い合わせ先 津別消防署 †76－2189

４.町内弱者宅防火訪問（高齢者・身障者）

統一標語「消すまでは 心の警報ONのまま」

認
し
ま
し
ょ
う
。
返
品
特
約
の
記
載

が
な
い
場
合
、
商
品
受
領
日
か
ら
８

日
以
内
に
返
品
可
能
で
す
。

ま
た
、
出
品
サ
イ
ト
の
信
頼
性
の

基
準
と
な
る
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ー

ク
が
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

か
参
考
に
し
た
り
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
決
済
時
の
暗
号
化
な
ど
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
て

下
さ
い
。
前
払
い
の
場
合
は
、

よ
ほ
ど
信
頼
で
き
る
会
社
以
外

は
注
意
し
て
下
さ
い
。

《
消
費
生
活
の
ご
相
談
は
》

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

産業振興課

商工観光担当

†76－2151

（内線315）

A イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
ブ
ラ

ン
ド
品
の
帽
子
を
注
文
し
た
。
銀

行
振
り
込
み
を
指
定
さ
れ
、
支
払

い
を
済
ま
せ
た
。
数
日
後
、
届
い

た
商
品
は
粗
悪
品
だ
っ
た
。

希
望
し
た
商
品
と
違
う
と
メ

ー
ル
を
入
れ
た
が
連
絡
不
能

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ど
う

対
処
し
た
ら
い
い
か
？

模
倣
品
を
販
売
す
る
サ
イ
ト

で
は
代
金
を
支
払
っ
た
後
に
連

絡
不
能
と
な
る
事
が
多
く
、
銀

行
振
込
み
の
場
合
、
商
品
の
交
換
や

返
金
を
求
め
る
事
は
ほ
ぼ
不
可
能
で

す
。
事
前
に
広
告
に
事
業
社
名
や
連

絡
先
、
返
品
特
約
の
有
無
な
ど
を
確

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�

10月は町道民税第３期

国民健康保険税第5期の納付月です　

口座振替をご利用の方は、引落口座の残高のご確認を
お願いいたします。

納付期限は10月31日（木）

問い合わせ先† 76－2151 税務担当（内線220・221）
収納担当（内線218）

就
学
時
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
す

Ｑ



法務局では、不動産や会社の登記事項証明書等を自宅や会社

のパソコンからオンライン請求「かんたん証明書請求」し、法

務局の窓口で受領（郵送受領も可能）することができるサービ

スを行っております。

＜かんたん証明書請求のメリット＞

q登記事項証明書の手数料

通常：１通600円（郵送料は自己負担）

オンライン請求：窓口受領１通480円

郵送受領１通500円（郵送料不要）

w自宅や会社のパソコンから請求し、即日（又は翌日）郵送　

（窓口受領も可能）

e午前８時30分～午後９時まで利用可能（土・日・祝日を除く）

rパソコンの環境設定が不要で、簡単操作

※詳しくは「登記ねっと」で検索してください。

http://www.touki-kyoutaku-net.moj.go.jp/

問い合わせ先　釧路地方法務局北見支局 †0157－23－6160

登記事項証明書（登記簿謄本）は
インターネットで請求できます

●販売品 食品：野菜、津別産牛肉、海産品、冷凍品など　その他：木製品、陶芸品、堆肥、ニット製品、手芸品など

●フードコーナー（各出店者が販売）

相生クマヤキ、焼鳥、そば、カレー、パン、生ビール

○展示：陶芸品、アートフラワー、紙粘土作品など

○勇壮な「山鳴太鼓保存会」の演奏や子どもが大喜びの　

「フアフア」が登場

◎タイムサービス　◎お楽しみ抽選会と餅まき大会

★詳細は、後日、新聞折り込みチラシ等でご案内します。

問い合わせ先 産業振興課　†76－2151（内線261）

主　催 実行委員会（ＪＡつべつ・商工会・まちづくりセンター運営協議会・津別町）

10月20日（日）午前10時～午後３時 会場／さんさん館及び町道105号線の一部

昨年の産業
まつりの様子

《福祉情報の閲覧》
網走管内の福祉施設・事業所が参加を

予定しています。

日　時　10月26日（土）

午前10時30分～午後２時30分

会　場　ホテル黒部

（北見市北７条西１丁目）

参加方法　直接ご来場ください。参加無料。

午前のみ・午後のみ可能です。

主催・問い合わせ先

社会福祉法人 北見市社会福祉協議会

†0157－22－8046

就活セミナー・職場個別面談・

福祉の仕事相談

日　時 10月1日（火）９時30分～12時00分

場　所 町民会館　１階和室・調理室

持ち物 エプロン、三角巾、手ふき、タオル

離乳食ガイドブック

参加費 無料です

申込締切 ９月26日（木）

その他 当日は託児できます

生後４～７ヶ月児の保護者を対象にした離乳食

（初期、中期）の教室を開催します。

教室では、講話（離乳食のポイント、進め方な

ど）、調理実習（初期、中期）、試食などを予定し

ています。気軽にご参加ください。

申し込み・問い合わせ先

保健福祉課　健康医療グループ

†76－2151（内線231）

平成26年６月から、オホーツク総合振興局と管内の市町村では、法定要件（注１）に該当するすべての事

業者のみなさまに、町道民税の「特別徴収」（給与支払者が給与から天引きして納付）を実施していただく

取り組みをしています。

事業者のみなさまには、これまで「普通徴収」（従業員がそれぞれ納付）となっていた場合でも、「特別徴

収」に切り替えてもらうことがあります。

※（注１）法定要件とは、所得税の源泉徴収義務を有することをいいます（地方税法第321条の４第１項）。

☆新たに「特別徴収」をしていただく事業所には、平成25年11月から、「特別徴収義務者
指定予告通知書」を送付します。
※ご不明な点は税務収納グループまで　†76－2151（220・219）課税担当

就労に向けて技能や技術の習得を目指す方を対

象とした、公共職業能力開発施設です。

高等技術専門学院はものづくり関連科目の技

能・技術を学び、障害者職業能力開発校は障がい

の態様に応じて就労に必要な技能・技術を学ぶこ

とが出来ます。

訓練科目や定員などの詳細は、ホームページを

ご覧いただくか、各地域にある高等技術専門学院

にお問い合わせください。

平成26年４月からの訓練生を募集
道立高等技術専門学院および

北海道障害者職業能力開発校
★受付期間・試験日(今年度から日程が変更になっています)

◎北見高等技術専門学院　†0157－24－8024

◎国立北海道障害者職業能力開発校　†0125－52－2774

町道民税の特別徴収の完全実施をします！

～事業主（給与支払者）のみなさまへ～

特別徴収の義務について 特別徴収の事務について
所得税を源泉徴収している事業主は、原則と

して、アルバイト・パート等を含むすべての従

業員から個人住民税（市・町・村民税、道民税）

を特別徴収することが、法令により義務付けら

れています。

q毎年５月に事業者あてに「特別徴収税額決定通　

知書」をお送りします。

wその通知書に記載の税額を、毎月の給料から天

引きします。

e給料日の翌月の10日までに、従業員の住んでい

る市町村（津別町等）へ納入します。

▼

▼

福祉職場が分かる１日。

就職を考える方、関心のある方は、

ぜひ参加してみませんか。

町では、町民の皆様にお聞きしたい住民サービスを

選定し、今後の事務事業評価や総合計画実施計画、予

算編成などの行財政運営に反映させるため、住民満足

度調査を行います。調査票が対象者の方に郵送されて

いますので、アンケートのご協力をよろしくお願いい

たします。

◆アンケート対象者は、1,000人程度を無作為に抽出

しました。

◆回答内容は、個人が特定できないよう、すべて統計

的に処理します。

◆調査票は、返信用封筒に入れ、ポストに投函してく

ださい。※切手不要

◆調査票投函期限　平成25年10月25日（金）まで

問い合わせ先

住民企画課　†76－2151（内線215・216）

『ゆるキャラ』
デビュー！



年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－2151 内線 222、223

▼第３号被保険者である奥様へ

厚生年金や共済年金などに加入するご

主人に扶養されている奥様は、国民年金

の第３号被保険者です。保険料はご主人

の年金制度が負担しますので、奥様の名

前で個別に納める必要はありません。

しかし、ご主人の定年退職や仕事を辞

めた場合に注意が必要です。

▼変更手続きが必要な場合があります

第３号被保険者の立場はご主人あって

のもの。例えばご主人が60歳で定年退職

した場合、年金受給権があるご主人は年

金に加入する必要がなくなります。しか

し、奥様が60歳に満たない場合は、第３

号から第１号被保険者への変更手続きを

して保険料を納めなければなりません。

▼専業主婦の方が手続きを忘れがち

専業主婦の奥様の場合、この変更手続

きを忘れがちです。ご主人の定年だけで

はなく、ご主人が仕事を辞めたときも、

ご主人の国民年金への加入届けと共に、

奥様は第３号から第１号への変更届を役

場窓口に提出しましょう。

専業主婦の皆さん！ご存知ですか

雇用トラブルの解決を支援する

『個別的労使紛争あっせん』
北海道労働委員会では、突然の解雇や賃金未払いなど、労働者

個人と使用者間の労働問題に関するトラブルの解決を支援する

「個別的労使紛争あっせん」を行っています。

労働問題に精通した公・労・使の各委員三者一組のあっせん員

が、当事者から事情を聴き、問題点に応じた助言等を行って双方

の歩み寄りによる解決を図ります。

申請は簡単・無料で、秘密厳守の上、迅速に対応します。札幌近

郊以外の方には、現地に出向いて申請受付やあっせんを行います。

●ホームページ http://www.pref.hokkaido.lg.jp/rd/sms/

【労働相談】労働相談ホットライン　フリーダイヤル0120－81－6105
月～金曜　正午～午後８時（祝日、年末年始を除く）
※専門の労働相談員が対応します。

【あっせん窓口】（相談・申請）
北海道労働委員会事務局調整課　†011－204－5667（直通）
月～金曜　午前８時45分～午後５時30分（祝日、年末年始を除く）

『里親』とは、様々な事情により家庭で暮らせなくなった子ども

たちを、自分の家庭に迎え入れて養育していただく方のことを言

います。里親は、特別な方だけがなれるイメージをお持ちの方も

いるようですが、特別な資格などは必要ではなく、実際にはどこ

にでもいる普通の家庭のお父さん、お母さんたちです。

里親には、「長期間だと難しいけれど短期間なら預かることがで

きる」「養子縁組をしたい」「祖父母が孫を育てている」など事情

に応じた区分があり、次の４種類があります。

●養育里親 保護者が引き取れるまで、又は児童が自立して社会　

に出るまでの間養育する里親。数年から十数年の長期間養育し

ていただける方はもちろん、数日、数週間、数ヶ月という短期

間だけ預かることができる方も申請可能です。

●専門里親 養育里親が一定要件を満たし研修を受講して登録し、

被虐待児・非行児・障がい児を養育する里親です。

●養子縁組里親 養子縁組を前提とする里親です。

●親族里親 両親の死亡・行方不明等や特別な事情で養育できな　

い児童を、祖父母や兄弟姉妹が里親として養育するものです。

オホーツク管内では里親登録数が多い地域と少ない地域がある

ため、管内各地に里親さんが増えていくことが望まれます。また

近年は、短期的な受入れや緊急的な受入れをお願いするケースも

増えています。ぜひ、里親として登録いただき、家庭に恵まれな

い子どもたちの養育を担っていただければと思います。

里親制度についてもっと知りたい方、里親を希望される方は、

詳しくご説明いたしますので、お気軽にお問い合わせください。

問い合わせ先

北海道北見児童相談所（担当：若狭） †0157－24－3498
北海道運輸局北見運輸支局

自動車点検整備
推進運動実施中

『まもりたい笑顔のために

クルマの点検、あたりまえ』

～安全確保と環境保全は、

クルマの点検・整備から～

http://www.tenken-seibi.com

＜強化実施期間＞

平成25年９月、10月の２か月間

補助の対象者

地球温暖化防止や津別町の森林資源の地産地消を目指し、木質ペレットストーブを

購入する方に対して、購入費の一部を補助します。

○津別町内に住所を有し、町内の住宅や事業所、自治会な

どの活動拠点施設に木質ペレットストーブを設置する方

○町税を滞納していない方

○平成26年３月31日までに購入し、設置できる方

○ペレットストーブの使用状況等について、町が行うモニ

ター調査に協力できる方

※補助を希望される方は、ペレットストーブ購入前に補助の申請手続きを行ってください。

問い合わせ・申請先　産業振興課 林政担当　†76-2151（内線259）

補助金の額等

ペレットストーブ（中古品を除く）本体（設置費

等を除く）の税抜き価格の３分の２以内（千円未満

は切り捨て）で、１台25万円を限度とします。

平成25年度は、100万円の予算を計上しています。

補助の申請書類

○補助金等交付申請書

○経費の内訳が明記されている見積書の写し

○ペレットストーブ設置位置図及び平面図

○町長が発行する納税証明書

○ペレットストーブの仕様等が確認できるカタログ

その他

○設置完了後、補助事業等実績報告書を提出して

いただきます。

○町による現地確認調査を実施します。

○補助金の交付は、現地調査後となります。

※その他、津別町木質ペレットストーブ導入支援

事業補助金交付要綱によります。
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